
令和３年度地域運動部活動推進事業経過報告書 

                      下呂市教育委員会・ＮＰＯ法人萩原スポーツクラブ 

№ 月  日 内       容 

１ 

 

4月 26日(月) 

14:00～ 

推進会議の準備打合せ  南中学校校長室 

・出席者：梅田校長、中島教頭、横田 (萩原南中) 

西(下呂市教育委員会・学校教育課) 学校教育担当 

熊﨑(市長公室・市民活動推進課)  社会体育担当 

細江(萩原ＳＣ) 総合型地域スポーツクラブ  

・関係者の初顔合わせの会合 

・今回の委託事業に関する業務や各々の役務について、説明と確認を行った 

２ 4月 28日(水) 

19:00～ 

萩原南中部活動連絡協議会に参加  南中学校理科室 

・部活動に関する協議のため毎年開催される関係者会議 

校長・教頭・顧問、保護者(各種目代表)、外部指導者が出席の合同会議 

・教育委員会より推進事業の概要説明 

・萩原ＳＣより推進事業を前提とする部活動連携に関わる事項を説明 

３ ５月中 数回 受託者(事務局)打合せ  萩原ＳＣ事務所 

・西(再委託先の下呂市教育委員会)と細江(再々委託先の萩原ＳＣ) 

・事業計画書の内容に沿って今後の事業の進行について協議した 

・コロナ禍で会議等開催は困難なため、事前手配が必要な作業を行った 

 講演・講師依頼  内容が未定のため仮予約で承諾を得た 

 神谷拓氏(関西大学)、高橋正紀氏(岐阜協立大学) 

４ 6月 17日(木) 

15:30～ 

推進会議打合せ  南中学校校長室 

・出席者：梅田校長、中島教頭、横田(南中)、西、細江 

・推進事業のこれからの進行方針について協議 

・萩原ＳＣ 

クラブの部活動連携の現状を説明 

部活動の地域移行に関わる課題とその解決について提案 

・萩原南中 

  地域部活動は下呂市全体の問題として対応を検討している 

  休日の地域移行は下呂市の決定事項で、保護者にも周知済み 

 

萩原ＳＣの提案は、保護者や指導者などが地域移行の目的を正しく理解し、

認知してもらうための活動を最初に行う計画であったが、地域移行は下呂市の

決定事項として周知されていることが今回の打合せにて判った。 

萩原ＳＣには地域移行を受け入れる体制は出来上がっている。機能的に課題

事項はあると考えられるが、これらは地域部活動を実行しながら改善を図るこ

とにする。 

実際の運用については、移行可能な部活動から順次移行する方法が良いので

はという意見で一致した。実践研究では３つの部活動を対象とすることになっ



ているが、今回の実践研究ではすべての部活動を対象での実施を目標とする。 

地域移行は、部活動種目単位の連携ではなく、中学校と総合型クラブが全部

活動を対象に連携して実施する形態とする。それは、地域の連携相手が総合型

クラブであることの意義と考える。また、今回の地域移行は、学校単位の活動

から地域単位の活動への移行も同時に目的としていることが明確になった。 

萩原ＳＣでは、萩原南中、萩原北中の２校を対象に連携を行ってきたが、今

回これに小坂中を加えた北部３校を想定した連携を推進する必要があること

が判った。これについては、新たな条件項目として萩原ＳＣ内で協議を必要と

する項目となる。その他にも懸案事項は多々あるが、部活動連携は萩原ＳＣの

主要な事業目的の一つであり、これを機会に事業推進が期待できる。 

 

下呂市スポーツ協会は、令和３年度から組織改革を進めることになってい

る。最大のテーマが、協会内に地域スポーツ部門を創設することである。これ

までは競技スポーツ団体を集合した組織で、競技スポーツの育成・振興が主目

的であったが、今後は、地域のすべての住民が関わる生涯スポーツについても

スポーツ協会の事業として活動を強化することになった。 

部活動の地域移行は、地域スポーツの育成・振興に深く関わっており、総合

型クラブの育成支援は地域スポーツ部門の主要業務として計画されている。部

活動の連携先となる総合型クラブの育成については、下呂市及び下呂市スポー

ツ協会の協力・支援の元で推進するように、推進会議として要望することにし

た。 

下呂市全体にて部活動の地域移行を進めるには、南部３校の地域連携も推進

する必要がある。下呂地域で活動している下呂温泉しらさぎＳＣが連携先とし

て想定されているが、現状では連携への対応は難しいと思われる。地域スポー

ツの育成・振興は、総合型クラブの育成を、下呂市スポーツ協会への要望事項

とすることにした。 

５ 6月 23日(水) 

16:00～ 

事務局打合せ  萩原ＳＣ事務所 

 出席者 ： 西(学校教育課)、細江(萩原ＳＣ) 

 

 6 月 17 日(木)推進会議打合せの結果を確認し、今後の進め方について協議

した。 

 部活動の地域移行は、下呂市内中学校の決定事項であり、保護者にも周知さ

れていることを踏まえて、当初の事業計画を修正することにした。部活動の地

域移行という施策が、保護者や指導者に受け入れられるための説明が必要と想

定していたが、これは決定事項であり説明は不要となった。 

萩原ＳＣでは、部活動連携を既に行っており、これをベースとして地域部活

動に関わる検討事項を洗い出すことにする。 

事業計画の訂正内容を整理し、7月 6日(火)第１回地域運動部活動推進会議

の報告資料として作成する。 

 



６ 7月１日(木) 

10:00～  

事務局打合せ  萩原ＳＣ事務所 

 出席者 ： 西(学校教育課)、細江(萩原ＳＣ) 

 

 7月 6日(木)の第１回岐阜県会議に報告する内容について打合せを行った。

調べていただいた数値データを報告資料に書き込むなど資料の修正を行い、報

告資料を 7月 2日までに作成し教育委員会まで送付する。 

進捗状況の詳しい報告は会議にて口頭で説明することとする。 

７ 7月 6日(火) 

14:00～16:20 

 

第１回地域運動部活動推進会議  岐阜県総合教育センター 

 下呂市出席者 : 西(学校教育課)、中島(萩原南中)、細江(ＨＳＣ) 

 

 今回の委託事業の第１回会議に出席した。この事業の関係者が一堂に集まっ

ての最初の会議である。参加者の紹介の後、岐阜県体育健康課から、国や県か

らの情報提供があった。続いて、受託した３者が現状報告を行った。 

 ・羽島市  羽島市教育委員会  はしまなごみＳＣ、竹鼻中 

 ・下呂市  下呂市教育委員会⇒萩原ＳＣ  萩原南中 

 ・安八町  安八町教育委員会⇒ＮＰＯ総合体操クラブ  登龍中 

 各々の内容については、配付資料を参照のこと 

 連携形態や内容は、３市町それぞれに違いがあるが、共感できることや参考

になることがあり、成果のある会議であった。 

 質疑応答において、中体連の委員から今回の部活動連携は、それ以前に行っ

て来た部活動指針をさだめたときとは違った目的(働き方改革)が主となって

いる。これまでの部活動改革との整合性についての疑念を言われた。このこと

は、総合型クラブからも同様の意見が出されていた。 

 この事業に関することを清流ネット勉強会(7月１５日)に発表予定となって

いる。総合型クラブ側の立場で、地域運動部活動の推進の意味やクラブや地域

への影響などについて説明することにしている。 

８ 7月９日(金) 

10:00～12:00 

羽島市教育委員会訪問 情報交換  羽島市教育センター 

 出席者 ： 中尾、入野(羽島市教育委員会)、細江（ＨＳＣ） 

 

 ７月６日岐阜県の推進会議の現状報告の結果を踏まえて、実践研究の実行者

として意見交換を行った。羽島市の取組の経緯について伺った。 

令和元年度４月から部活動改善委員会を開催し、部活動育成会やＰＴＡなど

学校内で部活動改善に関する会議や顧問や保護者との意見交換、アンケートな

どを実施した。部活動に関する規約改正を行い、１０月の部活動育成会総会の

承認の後、クラブ化に向けた説明を開始したる 

令和２年４月よりはしまなごみスポーツクラブと面談しクラブ化に向けて

の相談を開始した。その他に、羽島市を始め関係団体にクラブ化に向けての相

談し、５月には、これらの関係者が集合した竹鼻中学校クラブ化推進会議を立

ち上げた。その後、保護者、生徒、社会人コーチなどに向けた説明をグループ

に分けて行った。 



部活動毎の規約を社会人コーチや部活動三役と相談し、顧問が中心となって

「はしまなごみ」竹鼻中学校各クラブ規約を作成した。(１２月完成) 

新１年生・保護者にクラブ化の説明会、はしまなごみスポーツクラブへの加

入手続き、３月にはしまなごみスポーツクラブ(竹鼻中学校)総会を開催し、４

月からのクラブ化完全実施となった。 

クラブ規約などはハンドブックとして製本されて、はしまなごみスポーツク

ラブにて販売されている。このハンドブックに規約等がまとめられていること

で、クラブ化に関する関係者の共通理解、意思統一が図られている。 

ハンドブックは、下呂市でも非常に参考となると考えられるため購入するこ

とにした。 

萩原ＳＣの現状についても紹介し、有意義な情報交換となった。今後も互い

に協力することになった。 

９  ７月１５日(木) 

14:00～15:30 

清流ネット勉強会 ZOOM会議 

 ぎふ清流の国ＳＣネットワーク主催の勉強会にて、中学校運動部活動連携推

進事業の事例紹介として、萩原ＳＣの活動事例の説明を行った。岐阜県内の総

合型クラブと市町村行政担当者から２７名の参加者があった。７月６日の第１

回地域運動部活動推進会議の資料などを参考にして、部活動連携の現状につい

て説明した。 

10 ７月２７日(火) 

10:00～11:30 

つけちスポーツクラブ現状聞き取り調査 萩原ＳＣ事務所 

 

 つけちＳＣの片田クラブマネジャーに来館していただき、つけちＳＣの現状

について話をしていただいた。つけちＳＣは、クラブ設立当初から中学生の休

日の活動は、すべてクラブの活動として行い、休日には部活動は行っていない。 

 小中学生のいる世帯は、世帯単位でつけちＳＣに登録を行う。会員が参加す

るクラブを選択し、各クラブに登録して活動に参加する。各クラブで必要経費

などに違いがあるので、各クラブの決まりに則って活動を行う。 

休日の活動を地域部活動とは呼んでいないが、実行している内容は、地域部

活動と言っても良い活動となっている。活動時間や休養日の設定も中学校と連

携して行っている。クラブの活動の指導者として顧問が参加する場合は、一社

会人としてクラブに指導者登録して携わることになり、指導者謝礼は、つけち

ＳＣからは、現在は支出していない。指導者謝礼を支出するかどうかは、各ク

ラブに任せている。  

中学生の指導者は約５０名の登録がある。指導者交付金予算を全指導の指導

延べ回数で割って１回あたり単価を計算し、各クラブに交付金として支出して

いる。給付金の使途は、各クラブにて決定しており、指導者謝礼に限定して支

出している訳ではない。 

各クラブに保護者で構成する育成会があり活動支援を行っているが、保護者

が指導に関与することはない。部活動には保護者組織はない。部活動の遠征等

は中学校(顧問など)が手配を行っている。 

 



11 ７月２７日(火) 

15:00～16:30 

事務局打合せ あさぎり体育館事務所 

  出席者 ： 西(学校教育課)、中島(萩原南中)、細江(萩原ＳＣ) 

 

 推進事業の今後の進め方について検討を行った。 

 ・該当部活として４部活を選択 女子バレー、男女バスケ、男子テニス 

   他の部活も随時できるところから実施 

 ・関係者の合同会議を８月中に開催する 

   顧問、外部指導者、育成会代表、行政担当者、萩原ＳＣ 

12 ８月１１日(水) 多治見市教育委員会訪問 情報交換  多治見市役所 

 出席者 ： 多治見市 丸山教育指導監、矢野主幹(多治見市市教育委員会) 

岡田主任(多治見市文化スポーツ課) 

萩原ＳＣ 細江 

  

 部活動連携の先進事例として文科省にて紹介されている多治見市の現状に

ついて、部活動連携の担当者の方から詳細内容をお聞きした。多治見市には各

所から部活動連携に関わる視察があり、その時の説明資料をいただいた。その

資料を添付するので参照のこと 

 要点事項について下記する。 

 ・部活動連携は、教育委員会(学校教育課)が主導して作業した 

学校部活動とジュニアクラブ活動（＝地域部活動に該当する） 

 ・ジュニアクラブは、部活動と同期して設置している 

   中学校単位で設置 

   部活動 平日朝と放課後１７時まで(計１時間程度) 

   クラブ 平日１７時～１９時 及び 休日 

 ・部活動育成会をジュニアクラブの運営組織化（教育委員会が主導） 

ジュニアクラブ毎でクラブ規約を作成 

   育成会長は、３年生の保護者から選任 

   各クラブ育成会長から代表者を選任(あて役) 地域部活動の代表者に 

   活動時には育成会から当番制で監督者を配置 

 ・部活動は全員加入、ジュニアクラブは任意 

 クラブへの加入率は５０％程度 減少傾向 

 ・指導者謝礼は、各ジュニアクラブにて違う 

ジュニアクラブ指導者は、外部指導者を兼任 

   顧問(教員)でジュニアクラブ指導者の兼任者は  

 １回１，０００円程度  労働の対価ではなく実費＋お礼 

 ・ジュニアクラブの運営・指導に関する協議は、年２回クラブ毎で実施 

   顧問、クラブ指導者、育成会長参加  ４月と中体連大会終了後 

 ・こいずみＳＣは、ジュニアクラブを統合した保護者クラブ 

 

 



13 ８月１８日(水) 

16:20～17:15 

下呂温泉しらさぎＳＣ現状調査  しらさぎＳＣ事務所 

 出席者 ： しらさぎＳＣ 桂川、黒木 

萩原ＳＣ 細江 

  

しらさぎＳＣの部活動連携の現状について調査を行った。 

 部活動単位でしらさぎＳＣにジュニアクラブがあり、生徒は会員登録して加

入している。部活動の支援を主目的として、主に夜間の活動を行っている。毎

週数回の定期活動を行うために活動場所・時間を提供し、施設使用料をクラブ

にて負担している。部活動で準備した消耗品、備品、用具などをクラブでも使

用している。 

 参加対象は、下呂中と竹原中となる。下呂中には、育成会長会に参加しクラ

ブの説明を行っている。下呂中・竹原中の合同の部活動も存在している。 

 地域部活動に関する取り組みは、情報があまり入ってこないため対応を検討

していない。 

 

14 ８月１９日(木) 

13:30～15:00 

萩原南中地域部活動連携会議に関する事前打合せ あさぎり体育館２F会議室 

 出席者 ： 中島、横田（萩原南中） 

西（学校教育課）  細江（萩原ＳＣ） 

 

 明日２０日（金）に開催する「第１回萩原南中学校地域部活動スタートアッ

フ会議」について、事前打合せを行った。南中にて作成した資料を元に内容を

確認した。 

 「新しい時代の部活動実現ロードマップ」資料を元に下呂市教育委員会より

説明を行う。この資料は概要図であり簡単に理解できる内容ではないため、詳

細説明は難しいと思われる。質問があればそれに回答する形とする。 

萩原ＳＣからの説明は、資料は特に準備しない。地域部活動とこれまでの萩

原ＳＣの部活動連携の活動を関連づけて説明を行うことにする。 

萩原南中からは、「部活動顧問の地域部活動へのかかわり方」資料を元に説

明を行う。現在の部活動と関連づけて地域部活動にて変わる主な項目について

説明し、質問を受け付ける。 

すべての内容は、最終決定事項ではなく、これから実践研究を行う上での案

であり、これをたたき台として関係者で協議し決めていくことであることを判

りやすく説明する会議とする。最初の会議であり、個々の項目の細部までを検

討するような会議進行は行わない。 

 今回の打合せにおいて、指導者謝金・受益者負担・指導者確保の問題や、下

呂市全域の地域部活動に関する意見などもあり、今後の事業推進の参考意見と

して会議参加者の共有情報とする。 

 打合せにて検討事項として出た項目を記述する。 

 ・中学校が支出している外部指導者の謝金の行方 

   指導者謝金については色々検討事項あり 



 ・地域部活動の施設使用料を部活動と同様の全額免除要望 

 ・中体連以外の大会等で、所属中学校などによる参加者制限の有無の調査 

 ・地域部活動の参加者の送迎  現在はスクールバス送迎あり 

 

15 ８月２０日(金) 

19:00～ 

第１回萩原南中学校地域部活動スタートアップ会議  萩原南中 

 出席者 ： 梅田校長、中島教頭、横田、 

４部活動の顧問、外部指導者、育成会会長 (萩原南中) 

西(下呂市教育委員会)、細江(萩原ＳＣ) 

 

 ４部活動(男子バスケ、女子バスケ、女子バレー、男子ソフトテニス)を実践

候補として選択して地域部活動を開始することにして、その関係者を集めての

会議を開催した。選択した４部活動は、部員の全てが萩原ＳＣに会員登録をし

て既に萩原ＳＣの活動に参加しておりスムーズな実践が期待できる。他の部活

動についても随時実施していく予定となっている。 

 梅田校長のあいさつの後、西(下呂市教委)より、部活動連携事業の主旨や概

要について「新しい時代の部活動実現ロードマップ(下呂市)」資料を元に説明

を行った。次に、細江(萩原ＳＣ)細江より、萩原ＳＣにて現在行っている活動

(スクール、サークルなど)の内容と、部活動連携に関係する事項について説明

を行った。 

 続いて、横田先生より地域部活動に対する顧問や外部指導者のかかわり方に

ついて「部活動顧問の地域部活動へのかかわり方」資料を元に説明があった。 

この資料は、地域部活動の規定等はこれから協議して決めていくことである

が、事業の内容を判りやすく説明するための参考資料として作成された。 

 質疑応答で、萩原ＳＣの指導者を兼務している外部指導者から質問があっ

た。萩原ＳＣの活動は所属中学校に関係なく参加者があり、地域部活動の指導

との関係に疑問がある。同様に、大会等では、中学校から委嘱された外部指導

者でないとベンチ入りはできない大会もあるが、クラブ指導者の位置づけなど

不明な点の指摘があった。育成会会長(保護者の代表者)は、新チームの保護者

であり、部活動についての知識不足もあり会議の内容が理解できないようにで

あった。今回は最初の会議であり、今後は、先ずは顧問と外部指導者の理解を

深め相互の意思疎通を図ることが先決と思う。その後、保護者を加え部活動毎

で関係者を集めて話し合いを行う機会を設けることを提案したい。 

 

16 ９月７日(火) 

15:30～17:00 

萩原北中学校関係者会議  あさぎり体育館２Ｆ会議室 

出席者 ： 和田教頭、二村(萩原北中) 

西(下呂市教育委員会)、細江(萩原ＳＣ) 

 

 地域部活動の対象となる萩原北中学校との話し合いを行った。 

萩原北中学校では、９月１４日(火)に部活動育成会長会を開催し、そこで地

域部活動に係る説明を予定している。萩原ＳＣにて説明予定であったが、都合



によりこの日の会議に出席できないため、この会議に向けて要点内容を説明

し、萩原北中にて説明していただくことにした。 

地域部活動について具体的な施策を検討していく段階であり、保護者に向け

て説明できるまでに仕上がっていないのが現状となっている。そこで、保護者

向けの説明として、地域部活動(休日の部活動の地域移行)をしていくこと、下

呂市は地域単位での移行を推進することなど、現在決定している大枠について

説明し、実践研究をしている現状を紹介してもらうことにした。 

保護者への説明の前に、萩原北中部活動の現状について話し合いを行った。

地域部活動に係る理解はあまりされていないようであり、地域部活動について

教職員に説明し理解をしてもらうことが必要となった。中学校に出向いての説

明機会を設けることの要請をいただいた。 

 

17 ９月８日(木) 

11:00～12:00 

事務局打合せ 学校教育課事務所 

  出席者 ： 西(学校教育課)、細江(萩原ＳＣ) 

 

 前日の会議の結果も踏まえ、今後の事業の進め方について協議した。 

これまでの実践研究の結果を資料にまとめて学校教育課に提出した。 

資料名「地域部活動推進事業概要設計書」 

この資料は、部活動改革に関する基本的な考え方や調査分析作業を行った結

果をまとめたもので、今後の作業は、この資料の考え方に基づいて、地域部活

動の詳細設計を行うことになる。 

地域部活動推進は、部活動改革だけに留まらず下呂市のスポーツ活動や地域

づくり事業にも関係する内容も含まれているので、萩原南中と萩原ＳＣの連携

だけでなく、下呂市教育委員会、市民活動推進課（社会体育）、下呂市スポー

ツ協会なども含めたネットワーク構築も視野に検討を行うことにする。但し、

委託事業の範疇の作業とそれ以外の下呂市全体に関わることについて、区別す

ることに留意して業務する。 

 

18 9月 15日(水) 

11:00～12:00 

事務局打合せ 学校教育課事務所 

  出席者 ： 西(学校教育課)、細江(萩原ＳＣ) 

 

 神谷先生に途中経過をメールにて報告し、講演日程についての質問を行っ

た。その回答結果も踏まえ、今後の予定を相談した。 

地域部活動推進事業説明資料を作成中となっているが、途中経過を確認する

ために打合せを行った。 

今後の予定として、南中学校教員に向けての説明会を企画すること、地域部

活動推進会議を開催することを決めた。 

 

 

 



19 9月 22日(水) 

16:00～17:00 

事務局打合せ 萩原スポーツクラブ事務所 

  出席者 ： 西(学校教育課)、細江(萩原ＳＣ) 

 

 地域部活動推進事業説明書の原稿が完成したので、その内容について説明・

確認を行った。今後の事業進行予定について協議した。 

 作成した資料を持って、萩原南中の担当者と打合せを行うことにした。 

打合せ会議は、９月２４(金)午後４時から萩原ＳＣ事務所にて行う 

 

20 9月 24日(金) 

16:30～18:00 

萩原南中学校関係者会議  あさぎり体育館２Ｆ会議室 

出席者 ： 中島教頭、横田（萩原南中） 

西(下呂市教育委員会)、細江(萩原ＳＣ) 

 

 地域部活動推進事業説明書について説明し、内容確認を行った。 

地域部活動について知識のない人への説明書としては難しすぎるので、内容

を絞って初めての人にも理解できる説明書への変更をすることにした。 

１０月７日(木)に萩原南中学校後期部活動連絡協議会を開催するので、その

会議の参加者（顧問・外部指導者・各部の育成会代表者）に地域部活動推進に

ついて説明を行う。 

講演依頼をしている神谷教授に講演内容についての要望事項を中学校にて

早急に今日牙することにする。萩原北中、小坂中も加えた講習会として検討す

る。 

 

21 9月 30日(木) 

13:30～15:00 

事務局打合せ 萩原スポーツクラブ事務所 

  出席者 ： 西(学校教育課)、細江(萩原ＳＣ) 

 

 地域部活動推進事業説明書を簡素化したガイドを作成したので、その確認を

行った。１０月７日(木)の萩原南中の連絡協議会にての説明について打合せ

た。今回、「概要設計書」「説明書」「ガイド」の３つの資料を作成したが、これ

らを利用して、参加者の要望に合わせて使い分けて説明などを行う。 

 １０月４日(月)に高山市にて学校教育関係者に地域部活動推進事業の紹介・

説明を行うことになっているが、この資料にて説明を行う。 

 

22 10月 4日(月) 

13:30～15:00 

第４回高山市中学校部活動検討委員会にて事例紹介 

  出席者 ： 西(学校教育課)、細江(萩原ＳＣ) 

        高山市教育長他関連団体の代表者などが参加 

  

高山市教育委員会からの要請を受けて、「下呂市の部活動改革の取組と今後

の展開等についての紹介」として、下呂市の取組の紹介を行った。「地域部活

動推進事業説明書」を利用して説明を行った。 

 



23 10月 7日(木) 

19:00～20:00 

令和３年度萩原南中学校後期部活動連絡協議会  南中学校第一理科室 

 出席者 ： 梅田校長、中島教頭、横田、 

各部活動の顧問、外部指導者、保護者会長  

西(下呂市教育委員会)、細江(萩原ＳＣ) 

 

 萩原南中の連絡協議会に出席して、地域部活動推進事業について説明を行っ

た。「地域部活動推進事業ガイド」を利用して、Ｐ１～２を説明し、その他の

ページについては読んでいただくようにお願いをした。 

 顧問、外部指導者、保護者など関係者に詳しく説明する機会を作ることが困

難な状況であり、その対応策を考える必要がある。 

 

24 10月 26日(火) 

19:30～21:00 

地域部活動推進事業説明会  あさぎり体育館２Ｆ会議室 

 出席者 ： クラブ理事７名、指導者５名、萩原南中１名 

 

 地域部活動推進事業の実稼働を開始するに当たり、クラブ理事(運営委員会

委員)、実稼働開始種目のクラブ指導者に向けた説明会を行った。萩原南中に

も参加を呼びかけ中島教頭先生に出席していただいた。 

 欠席者も多く、今回の説明ですべてを理解してもらうことは難しいと思われ

るが、実行しながら覚えてもらい、試行錯誤しながら地域部活動推進を行うこ

とにする。 

 説明会の状況は、「地域部活動推進紙業説明会報告」資料を参照のこと 

 

25 11月 5日(金) 

11:00～12:00 

事務局打合せ 萩原スポーツクラブ事務所 

  出席者 ： 西(学校教育課)、細江(萩原ＳＣ) 

 

 今後の事業の進め方について打合せ 

 ・１１月７日岐阜県より視察訪問予定となっている 

 ・１１月１６日第２回地域部活動推進会議の準備について 

 

26 11月 16日(火) 

14:00～16:30 

第２回地域運動部活動推進会議  長良川スポーツプラザ 

 主催 ： 岐阜県教育委員会  

 下呂市出席者 : 西(学校教育課)、熊﨑(市民活動推進課)、細江(ＨＳＣ) 

 

 最初に「部活動の地域移行と総合型地域スポーツクラブの在り方」と題して

スポーツ庁の久田氏の講演があった。次に、県内の３拠点地域(校)から、地域

運動部活動推進事業の進捗状況の報告を行った。 

 その後、県からの情報提供があり、意見交換や要望等の質疑が行われた。 

 

 

 



27 12月 14日(火) 

19:30～21:00 

第１回理事相談会  あさぎり体育館２F会議室 

 出席者 : 萩原ＳＣ理事 ８名  （３名欠席） 

 

 クラブ事業改革について協議した。地域部活動への対応として課題となる事

項についても説明し、各理事の意見を聴取した。 

 今年度の地域部活動は、現状のサークル事業として対応する。但し、指導者

謝礼については現状規則にて対応とすることを確認した。 

28 12月 23日(木) 

16:00～17:00 

事務局打合せ 萩原スポーツクラブ事務所 

  出席者 ： 西(学校教育課)、細江(萩原ＳＣ) 

 

 １月３０日(日)開催の下呂市スポーツ指導者講習会の講演について、講演予

定者から交代しての講演依頼があった。「これからの下呂市中学部活動につい

て」をテーマに、学校教育課にて講師を担当することになり、講演内容などに

ついて協議した。 

29 1月 7日(金) 

11:30～12:15 

事務局打合せ 萩原スポーツクラブ事務所 

  出席者 ： 西(学校教育課)、細江(萩原ＳＣ) 

 

 委託事業に関する契約書類の確認を行った 

今年度事業のまとめや、来年度の事業の進め方について協議した 

※主な内容 

 ・２月２４日の会議に向けて報告資料の作成が必要となる 

・来年度も地域部活動推進は行うが、委託事業は受託しない 

・指導者謝礼に関する制度は、クラブが決めること 

・地域部活動に対する行政支援の改正・変更案を作成する 

  減免処置、外部指導者謝礼、部活動支援金など 

・萩原ＳＣの施策が下呂市全体の施策とすべて一致する訳ではない 

30 1月 18日(火) 

15:50～16:30 

 

事務局打合せ 萩原スポーツクラブ事務所 

  出席者 ： 西(学校教育課)、細江(萩原ＳＣ) 

 

 第３回地域運動部活動推進会議の準備について 

 下呂市スポーツ指導者講習会の中止に伴う予定変更について 

31 2月 14日(月) 

10:30～11:30 

事務局打合せ 萩原スポーツクラブ事務所 

  出席者 ： 西(学校教育課)、細江(萩原ＳＣ) 

 

 地域運動部活動推進事業の成果報告、収支報告について 

 

 経過報告書は、関係者間の会議・打合せや出張などの作業経過について記述しました。 

実践研究に関する資料作成など事務処理作業は、別途行っていますが、作業日時などの記録あしてい

ません。 


